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■�問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450

〈第 80 回〉�安心して地域医療を受けることが	

できるまちを目指します

〈第22 回〉�健康長寿のまちづくり推進事業を

応援します
■�問合せ／健康課健康企画担当☎ 24-8181

▲令和５年度開院予定の新病院イメージ図
　※建物の配置や形状・外観については今後変更する可能性があります。
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「親子で鯉料理にチャレンジ！」

在宅医療を担うために、両病院の
機能分化・医療連携を進めていき
ます。両病院は、現市立病院敷地
（相生町・福田町）に隣接・接続

　本市の救急医療を守るため、令
和５年度の開院時には、市立病院
は救急医療を含めた急性期医療を
担い、三友堂病院は回復期医療・

して建設しますが、あくまでも合
併や統合するものではなく、それ
ぞれが独立した法人として運営し、
連携していくもので、新病院の建
設費用も、それぞれの病院が負担
していくことになります。
　また、両病院の共用施設（コン
ビニ、食堂、会議室など）を、民
間事業者がアメニティセンターと
して建設し、維持・管理まで行う
ことにより建設コストを抑え、両
病院の患者やその家族などの利便
性にも配慮します。

　市ではコミュニティセンターを
中心として実施する健康長寿のま
ちづくり推進事業へ支援を行って
います。今回は、愛宕地区の取り
組みを紹介します。

●�愛宕コミュニティセンター

　『地域まるごと長寿の愛宕』

　と『親子食育』

　『地域まるごと長寿の愛宕』は、
食生活改善推進協議会愛宕地区を
中心に県立米沢栄養大学や米沢鯉
六十里の協力のもと、全４回の講
座形式で行われました。減塩料理

の教室や栄養バランスチェック、
県立米沢栄養大学による栄養・減
塩の講話、米沢味の ABC の一つで
ある「鯉」を使った大人向けの鯉
料理教室など盛りだくさんの内容
となりました。
　『親子食育』では、小学生とそ
の家族を対象とした「親子で鯉料
理にチャレンジ！」を開催し、幸
せ料理研究家こうちゃんこと相
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さん考案の鯉料理を作りまし
た。参加者からは「甘煮以外の鯉
料理を食べたことがなかったので
新鮮だった」など、「鯉」の新たな
魅力を発見する機会となりました。
　今後も地域全体で健康長寿の輪
を広げていきましょう！

　基本構想・基本計画などは、市立
病院ホームページをご確認ください。

市が建設

アメニティセンター

（民間事業者が建設）

三友堂病院が建設

令和５年度開院予定の新病院イメージ図
※建物の配置や形状・外観については今後変更する可能性があります。


